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事
例
発
表
と
し
て
、
ふ
く
し
ま
未
来
農
業
協
同
組

合
そ
う
ま
地
区
な
し
部
会
・
坂
下
耕
一
氏
よ
り
「
震

災
か
ら
の
復
興
」、
上
都
賀
農
業
協
同
組
合
梨
部
・
渡

辺
克
浩
氏
よ
り
「
ナ
シ
盛
土
式
根
圏
制
御
栽
培
法
の

実
践
」、
国
立
研
究
開
発
法
人 

農
業
・
食
品
産
業
技

術
総
合
研
究
機
構 

果
樹
茶
業
研
究
部
門 

品
種
育
種

領
域
ナ
シ
・
ク
リ
育
種
ユ
ニ
ッ
ト
・
齋
藤
寿
広
ユ
ニ
ッ

ト
リ
ー
ダ
ー
よ
り
「
近
年
の
ナ
シ
の
育
種
動
向
」
に

つ
い
て
、
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
と
し
て
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
株
式
会
社 

グ
ル
ー
プ
商
品
本
部 

海
外
商
品
部 

食
品
輸
出
担
当

部
・
頼
房
伸
吾
部
長
か
ら
「
国
内
・
国
外
か
ら
見
た

ナ
シ
の
流
通
」
に
つ
い
て
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

次
に
、
農
林
水
産
省
生
産
局
園
芸
作
物
課
・
河
野

芳
和
生
産
専
門
官
か
ら
「
果
樹
関
係
の
施
策
」
に
つ

い
て
、
説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

　
「
大
会
決
議
」
は
、
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会
福

島
県
本
部
果
実
振
興
委
員
会
な
し
専
門
部
会
・
大
和

田
一
則
部
会
長
が
読
上
げ
、
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
熊
本
県
が
「
次
期
開
催
県
」
と
し
て
紹

介
さ
れ
、
閉
会
し
ま
し
た
。

宍戸薫氏（JAふくしま未来管内）

　

全
国
果
樹
研
究
連
合
会
・
第
63
回
全
国
ナ
シ
研
究

大
会
実
行
委
員
会
は
７
月
10
日
～
11
日
、
福
島
県
で

の
開
催
が
、
昭
和
50
年
以
来
44
年
ぶ
り
と
な
る
、
第

63
回
全
国
ナ
シ
研
究
大
会
福
島
県
大
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

10
日
の
園
地
視
察
は
、
福
島
市
の
「
福
島
県
農
業

総
合
セ
ン
タ
ー
果
樹
研
究
所
」、
ふ
く
し
ま
未
来
農
業

協
同
組
合
管
内
の
「
宍
戸
薫
氏
園
地
」「
石
田
仁
一
氏

園
地
」、
福
島
さ
く
ら
農
業
協
同
組
合
管
内
の
「
谷
代

栄
一
氏
園
地
」
の
４
園
地
で
実
施
し
ま
し
た
。
県
外

か
ら
は
約
４
１
０
名
が
参
加
し
、
各
園
地
で
は
園
地

の
特
徴
や
栽
培
方
針
・
技
術
の
説
明
を
し
、
生
産
者

同
士
の
情
報
交
換
を
図
り
ま
し
た
。

　

11
日
の
研
究
大
会
は
、
福
島
市
の
「
パ
ル
セ
い
い

ざ
か
」
で
開
催
し
、
県
外
・
県
内
か
ら
約
８
２
０
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

第
63
回
全
国
ナ
シ
研
究
大
会
福
島
県
大
会
は
「
未

来
へ
繋
ぐ
果
樹
産
業
～
“
令
和
”
時
代
の
ナ
シ
産
地

づ
く
り
～
」
を
大
会
テ
ー
マ
と
し
、
基
調
講
演
・
事

例
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

事
例
発
表
に
先
立
ち
、
全
国
果
樹
研
究
連
合
会
・

寺
地
政
明
会
長
兼
ナ
シ
部
会
長
、
第
63
回
全
国
ナ
シ

研
究
大
会
実
行
委
員
会
・
菅
野
孝
志
委
員
長
が
主
催

者
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
福
島
県
・
内
堀
雅
雄
県
知
事
、

福
島
市
・
木
幡
浩
市
長
、
郡
山
市
・
品
川
萬
里
市
長

か
ら
歓
迎
あ
い
さ
つ
、
農
林
水
産
省
東
北
農
政
局
・

川
合
靖
洋
局
長
か
ら
来
賓
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

全
国
果
樹
研
究
連
合
会
会
長
賞
は
、
福
島
市
の
石

田
仁
一
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
石
田
仁
一
氏
は
、
旧

新
ふ
く
し
ま
農
業
協
同
組
合
な
し
専
門
部
会
長
と
し

て
地
域
生
産
者
を
統
率
し
、
新
技
術
で
あ
る
ジ
ョ
イ

ン
ト
仕
立
て
を
取
り
入
れ
、
早
期
多
収
と
省
力
化
栽

培
を
実
現
し
地
域
へ
の
普
及
に
努
め
ま
し
た
。
ま
た
、

原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
払
拭
に
積
極
的
に
取
組

み
、
消
費
地
へ
何
度
も
足
を
運
び
、
率
先
し
て
県
産

ナ
シ
の
安
全
性
Ｐ
Ｒ
活
動
に
取
組
み
、
自
身
も
多
く

の
報
道
取
材
や
視
察
対
応
し
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
福
島
県
農
林
水
産
部
園
芸
課
・
長
谷
川

守
人
課
長
か
ら「
福
島
県
の
果
樹
の
概
要
」に
つ
い
て
、

説
明
を
頂
き
ま
し
た
。

特
集
第
63
回
全
国
ナ
シ
研
究
大
会
福
島
県
大
会
開
催

園芸部

各園地において、園地の特徴や栽培方針、技術の説明をいただきました。

11日の研究大会（パルセいいざか）

石田仁一氏（JAふくしま未来管内）谷代栄一氏（JA福島さくら管内）

岡崎一博所長（果樹研究所）


